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7 月 11 日、九州電力㈱苅田発電所構内にて、「平成 29 年度苅田発電所 新 2 号機タービン
研修開講式」を開催しました。

この研修は九州電力グループ一体となり技術・技能の維持向上を目指した取組みの一環と
して企画され、廃止発電設備を活用した研修として九州電力㈱苅田発電所をはじめ多くの関
係者から全面的なご協力を頂き、実現に至りました。

九州電力㈱苅田発電所の田渕高志発電所長と西村秀幸技術グループ長をお招きして行っ
た開講式。

久富火力本部長が主催者代表挨拶を行い、
「この研修は、九州電力㈱殿のご理解とご協力を得られたことで実現できた研修である。

当社は創立以来、発電所の建設と保修において高度な技術、サービスを提供することこそが
重要な社会的使命と認識し、電気事業の一翼を担っている。電力システム改革をはじめとし
て電力業界を取巻く環境は大きく変化しているが、今回の研修を通して当社の技術を着実に
若年層へ継承し、『日本一のエネルギーサービス』を提供する九州電力グループの実現に貢
献していきたい」と述べました。

続いて挨拶に立った人財管理部の森部長は、研修時の安全作業や体調管理の重要性を研修
生に伝えました。

また、ご多忙の中、出席いただいた苅田発電所の田渕高志発電所長から
「今回、研修に使用する新 2 号機は、昭和 47 年 4 月に営業運転を開始し、初年度には当

時の日本記録となる連続運転 364 日を樹立しました。残念ながら今年の 5 月に廃止となり
ましたが、新たな活躍の場を与えられて嬉しく思います。皆さんの技術力の更なる向上を期
待しています。また、新 1 号機の中間点検においては厳しい作業環境の中、無事故・無災害
で工事が進捗していることに感謝しています」と来賓代表の挨拶を頂きました。

その後、関係者や研修生を一人ひとり紹介し、研修時の連絡体制などを確認しました。

今回の研修は 7 月 11 日から 8 月 30 日の予定で実施します。主に「高中圧ター
ビン、低圧タービン分解・点検、組立」や「各軸受分解・点検・組立」などの実技
研修を行い、過年度トラブル実績を踏まえた原因分析、対策実施等の保修技術の
習得を目指します。

また、「分解・組立手順・重量物・センターリング」などの机上教育も行います。
開講式に出席した研修生は、「タービンについて集中して学ぶ良い機会を与えて

いただいた。この研修で技術を習得し、近い将来、タービン本体の責任者として
会社に貢献したい。また、後進を育成する立場になった時にも技術・技能の伝承を
しっかりと行いたい」と意気込みを語っていました。

これを機に、当社のコア技術である発電所主要機器（タービン）に関する点検・

保修作業を今一度学び、若年層社員の技術・技能の向上を図ってまいります。
▲ 久富火力本部長（左）はタービンの前で、実機研修の

進め方を確認

▲ 実機研修の重要性を伝える久富火力本部長

7 月 5 日から 6 日にかけて九州北部を記録的な豪雨が襲い、土砂崩れや増水などによって多く
の集落が孤立する等、大きな被害が発生しました。

このような中、火力部では九州電力㈱からの要請を受け、さる 7 月 10 日、11 日の 2 日間、
朝倉市と東峰村の避難所 4 箇所に、当社が所有するスポットクーラー 9 台を設置しました。（後日、
移設等も実施）

設置作業に対応するため、大牟田事業所の精鋭メンバーを編成し、即座に現地に急行。
避難所によっては、道路損壊等で車の乗り入れができず、歩いてスポットクーラーを運搬せざ

るを得ない場所もあるなど、作業は非常に困難を極めましたが、社員達は休む間も惜しみながら
夜間まで作業を行いました。そして、高い使命感と懸命な努力によって、何とか 2 日間で設置を
終え、熱中症が懸念される避難所の環境改善に大きく貢献することができました。

また、設置作業に対応した社員から「テレビで被災地の状況を見て、何か支援できることはな
いかと考えていたので、被災地と被災された方々の役に立つことができて非常に嬉しい」との声
を聞くことができました。

最後に、この度の豪雨によって被災されました皆さまには、心よりお見舞い申し上げます。
また、災害の復旧が一刻も早く行われますことを祈念いたします。

6 月 12 日から 16 日にかけて、ISO9001 認証審査を受審しました。
今回の審査は 3 年ごとの更新審査と ISO9001 の規格が 2015 年版へ改定されたことによる移行審査で、

（一財）発電設備技術検査協会の審査員 3 名によって行われました。
審査は、2015 年版の特徴である、“目標達成に向けた組織活動との一体化”や“活動結果を分析・評価

してより良い活動へ改善しているか”という観点で進められました。
最初に平田社長へのインタビューで当社の目指している方向性

の確認があり、本店各部・室をはじめ、火力事業所や建設所など、
計 25 部署でどのように展開しているか等の確認がされました。

審査結果は、検出事項（不適合、観察事項）はなく、適合して
いると判断され、「継続可・移行可」と判定されました。

審査へのご協力ありがとうございました。
引き続き業務の PDCA サイクルを効果的に回し、改善していく

活動をお願いします。

当社はこのほど、三菱日立パワーシステムズ㈱から依頼を受けイラクへ技術者を派遣し

ました。

イラクへ赴いたのは、プラント建設部の辻野さん。

今回、急な要請にも関わらずイラクへ赴いた辻野さんは、6 月 22 日、平田社長へ渡航前

の挨拶を行いました。挨拶を受けた平田社長は、

「あまり治安がよい地域ではないので、緊急時の

避難場所を事前にしっかりと確認してほしい。

また、お客さまへの信頼が更に高まるよう頑

張ってきてほしい」と辻野さんを気遣い、激励

の言葉を贈りました。

辻野さんは、イラクのハルサ火力発電所で 6 月 23 日から約 1 ヵ月、ボイラ本体の

技術指導を担当しました。

～イラクへ技術者を派遣～海 外 出 張 者 紹 介

▲ 平田社長（左）は、現地への渡航ルートや安全対策
状況を辻野さん（中央）に細かく確認

プラント建設部

▲ 辻野さん（中央）、海外出張お疲れさまでした
（右 平田社長、左 福田プラント建設本部長）

コンプライアンス相談窓口は､ 問題行為や疑問を感じた人が組織のラインを通さずにいつでも直接相談できる窓口です。
相談に際しては、相談者の秘密は厳重に守りますし、相談者が不利益を被ることはありません。顧問弁護士とも連係して、

安心して相談いただけるよう取り組んでいます。

「コンプライアンス相談窓口」のご案内 経営管理部

コンプライアンス社外相談窓口　【森山弁護士】
【森山弁護士からのお知らせ】
●相談にあたって（秘密の厳守及び相談者の保護）

①原則として、氏名及び所属を明らかにしてください。
◦相談者の氏名、相談内容などの秘密は厳守します。
◦会社に対して氏名等を開示してよいかどうかを確認させていただきます。

②  匿名による相談もできますが、ご本人への回答ができないことを了承した上で申し込んでください。
③相談を理由に人事上その他不利益な取扱いを受けることはありません。

●相談内容の取扱い
①森山弁護士と会社のコンプライアンス委員会により対応策を検討します。
②氏名等を明らかにした相談者には、検討の結果をご連絡します。
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苅田発電所でタービンの実機研修が始まる

▲ 避難所にスポットクーラーを設置
▲ トラブルもなく無事に作業を終えたメンバー
（被災地での支援、大変お疲れさまでした）

▲ 大牟田事業所での審査風景 ▲ 適合の証明となる審査登録証を手にする
平田社長（左）と関川品質管理部長

▲ 無事に設置完了

人財管理部

ISO9001 2015年版移行審査の結果「適合」と判定
品質管理部

九州北部豪雨の被災地支援に貢献 火力部

被災地支援に携わった
　大牟田事業所の皆さん
原江哲也さん、赤峰知洋さん、
児玉洋一さん、岩﨑忠俊さん、
山口　功さん、後藤　豊さん、
稲永一馬さん、西　和仁さん、
寺下裕耶さん、中原隆成さん、
松山拓矢さん

▲ 来賓挨拶をいただいた苅田発電所の
　田渕発電所長（左）（右は西村技術グルーフ 長゚）

▲ 開講式には関係者全員が出席しました

▲ 持参したスポットクーラーの荷卸し

▲ 被災者のことを心配し、急いで運搬しました


